
パパさん（ママさんも）シンポジウムが開催されました
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２０１１年８月２０日（土）、男女共同参画・女性活動支
援委員会主催の「パパさん（ママさんも）シンポジウム」が
開催された。出席者は、委員会メンバーのほか、連合兵庫（今
回は、基幹労連が中心）、兵庫県、神戸市と多岐にわたって
参加いただいた。（＊川原田は事務局長を務めています）
テーマとして、仕事と家庭の両立があるが、特に子育てを中
心として、参加者全員から意見を聞く形式をとった。

連合兵庫側のメンバーも、それぞれの仕事の内容や居住地
の事情、ご両親に協力が見込めるかどうか、など、各家庭に
よって状況が異なり、また、個々によって考え方も様々であ
ることが、１７名の参加者からのお話からも伺えた。

○保育所への入所が困難な問題は、育児休暇中で、これから復帰しようとしている人にとってはもちろん、

現在、就労しておらず、働きたい方々にとっても切実な課題であること

○学童保育の受け入れ時間の時間延長や土日、また、夏休み中の対応についての要望

○男性の育児休暇、短時間勤務の取得について（職場理解のための制度の浸透）

○中学校給食の導入についての要望（給食の導入、弁当販売の柔軟性）

○学校給食を中心とした、子どもへの食育の必要性について（子ども自身が弁当を作る、など）

○学校施設の地域間格差について（耐震化・老朽性など）

○子ども向け施設の地域間格差について（図書館・プールなどの子ども向け施設）

○子育てに係る諸費用のこと（医療費、保育費、学費）や子ども手当についての諸意見

○子どもの救急医療について（診療所の終了から夜間救急の始まりの谷間の時間）

○病児保育についての要望（子どもが病気をした時）

○子どもとの時間がなかなかとれないこと（仕事の多忙、時間の擦れ違い）

○夫婦の会話の時間がなかなかとれないこと
○子どもに関する諸手続きに、その都度、役所の証明が必要になり、負担。また、制度の広報不足。

○兵庫県からは、男女家庭室、児童課から、また、ひょうご仕事と生活センターからも出席いた

だき、両立支援や男女共同参画社会の実現に向けた取り組みについて紹介があり、当日、出され

た種々の課題について、持ち帰り各課に申し伝える旨の発言があった。（神戸市子育て支援部はオ
ブザーバ出席してもらったが、児童虐待防止に特に力を注いでいる旨の報告をいただいた。）

シンポジウムで議論されたことから、中学校給食に関連すること、子ども図書館に関連
することを、教育委員会の質問に取り入れることができました。

今後とも、現場の声を直接聞いて、意見交換ができるような企画に取り組んでいきたい
と思います。

○委員会メンバー始めとする参加議員から、自身も子育てと仕事の両立で苦労した体験などを踏ま

え、今後の活動に活かしていきたいという発言が相次いだ。連合兵庫女性委員会森脇副事務局長より、

女性委員会からの要望があった。①男女共同参画や子育て支援は、視点によって取り組み方が変わる。

政策が小さくなってしまわないよう、共通の認識を持って取り組んでほしい。②企業に子育て支援が

単にコストとならないよう、税制の優遇や入札面での考慮など取り入れてほしい。③地域の子育て支

援の施設は、コストはかかるが子育て支援にとどまらず、地域の活性化にもつながるという観点で。

連合側参加者からの要望・意見

兵庫県・神戸市からも参加

県連所属各議員、連合兵庫を代表して

民主党兵庫県連男女共同参画・女性活動支援委員会主催

♡神戸マラソン優勝者には、パールの冠が贈られます！♡

Ｈ２３年１１月２０日は、いよ
いよ神戸マラソンですね！？神戸
マラソンの優勝者には、真珠の
街・神戸にちなんで、パールジュ
エリーが贈られます。

上の写真のように、オリーブの
枝で作った冠に、真珠のネックレ
スがつけてあります。

（真珠輸出組合ご協力）

優勝者に贈られる冠

（ビエンナーレ会場に展示）

2 位の女子には
ゴールドとブラ
ックパールのネ

ックレス

当日の２号線は、
衣掛町～舞子駅前

８：３０～
１３：３０まで

通行禁止となります

治療内容

先端医療センターで鼓膜再生の臨床研究
が始まりました！！

～鼓膜再生の臨床研究について～

鼓膜に孔が開いた部分に再生の足場となるゼ
ラチンスポンジを留置し、薬剤（bFGF）を塗布
することにより鼓膜を再生させる治療法。10 分
程度の外来処置で終了するだけでなく、聴力の改
善する率が高く、また、鼓膜の複雑な形状に対し
てゼラチンスポンジが柔軟に対応するため、従来
の形成術と比較して優れた再生性を持つ。

特
徴

北野病院 耳鼻咽喉科・頭頸
部外科兼先端医療センター病
院耳鼻科・鼓膜再生担当部長
の金丸眞一医師が開発した治
療方法。（資料を転載させて
いただきました。）


